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The excavations in Kamakura have given us various kinds of products and goods�
　　that were in this town in the middle ages. �
　　　　　Many samurais who lived there produced nothing, but they bought and owned much.�
So, it is natural for various goods to have been bought to the city. �
　　　　We think Kamakura was not the only place to have had such a characteristic. �
　　There must have been other towns and cities where goods were collected and distributed. �
　　　　　They were, in a sense, “small Kamakuras”. �














































































































































Kamakura is located in a complex valley. �
　　There is a big main valley in the center that faces the sea and around the main valley, �
there are many smaller ones.�
In the center of the main valley is Tsurugaoka Shrine, �
　　　which is the main landmark in Kamakura. �
In almost all the small valleys around the main valley, shrines on temples have been built.
河野　鎌倉の民俗で残っているかなと思われるのが、祇
園社にあたるかという八雲神社の祭礼の行列が、かつて
足利公方のいた浄明寺のあたりまで行ったんだという伝
承です。それでもこれは、中世後期に関してのことで、
さらに近世の祭礼の中に投影しているようなものでしょ
うね。このへんのことは、藤木久志さんが戦国史の見方
でやっているなかで、「どっこい鎌倉は生きている」と言
われるけれども、それら伝承が鎌倉時代まで遡れるかと
なると、まぁそう確実ではないですね。また鎌倉内の土
地の小字名や、あるいは土地の言い伝えというのも、近
世の名所の説明みたいな感じですね。鎌倉の考古学的成
果と確実に結びつく、そういう言い伝えというのはちょ
っとないですね。�
�
─鎌倉をテーマとして研究なされて、これから枝を伸ばす
　とすれば、ある程度関東、そしてその外縁の地域をヒン
　ターラントというふうに考えて、そうした地方にアプロ
　ーチするほうが魅力があるのか、それとも全然違う西日
　本の鎌倉的なものに関心が向くのか…。�
河野　これが難しいのは、鎌倉にいた武士が、新補地頭
をはじめとして各地に散っていくんですね。特に西遷御
家人もいっぱいいます。この連中は結構一族の間でネッ
トワークを作りながら各地に行ってるみたいなんです。
これは五味文彦さんが指摘しています。また、後世の武
士たちは、「鎌倉以来」ということが彼らの誇りになって
いるみたいですね。そうなると、関東を鎌倉のヒンター
ラントとみるよりは、人とモノのネットワークを非常に
広く、日本列島全体に広げて見る必要があると思います。�
�
─鎌倉的なものとは何か、というテーマになるんですね。�
河野　ええ、国立歴史民俗博物館の小野正敏さんが言う
のですが、焼き物のうちに「威信財」というのがあるん
だと。武士の威信を表す特別な品々なんです。床の間飾
りに青磁の花瓶がなきゃいけないとかですね。戦国時代
には中国から染付が輸入されているけれども、ずっと昔
の高級品がステータスになっているんです。それから茶
道具もそうですね。�
　ところが、北日本のほうへ、特に東北北部から北海道
へ行くと、中世後期にはお茶であるとか、庭園であると
か、あるいは連歌などをやる空間とかですね、そういう
ものがあんまりちゃんとしていないそうです。で、なぜ
かというと、領主の周りにいる住人たちがそういったも
のに価値を認めないからじゃないかと。�
　旅行の宣伝で各地に「小京都」と言われるところがあ
りますね。西のほうでは、大内氏の山口であるとか、大
友氏の大分ですとかね。小京都といわれるように京都の
文化を持ってきて、まわりの連中のなかでお屋形様とも
てはやされたらしい。北のほうはそういう装置がなくて
もいいんだというのです。�
　鎌倉的な威信財を持っていって、それが通用するとこ
ろと通用しないところがある。西のほうは全部通用して
いるんじゃないですか。でも西のほうは王朝の文化の強
みもあって、鎌倉の威力はそう大きくないかもしれませ
ん。それから、武士の文化というと、酒盛りのうつわと
して「かわらけ」を使うのですが、東北のほうではかわ
らけを持たない地域もありますね。�
�
─では、鎌倉というものをひとつのメルクマールにすると、
　東北というのは少し違ってきますか。�
河野　実際には東北は、北条氏が相当力を入れています
し、恐らく北海道南部も視野に入れていたと思うんです。
でも鎌倉時代には点と線のつながりで、むしろ南北朝の
争乱の頃、後の東北文化をになう人々が広まっていった
ようです。津軽の十三湊の発掘を見ますと、ああこれは
海の民と言うべきものなんだと思います。地域史という
限定ではなく、人とモノのネットワークで広くとらえる
といいんじゃないでしょうか。�
　かつて鎌倉で経験を積んだ武士の末裔が各地に散った
わけですから、鎌倉を明らかにするのが、武士のルーツ
を明らかにすると、言ってもいいかと思います。�
　はじめは武士が集まって鎌倉という都市を作り上げた
はずなのに、じゃあ鎌倉のなかでできたのは何なのかと、
問わなければならないでしょうね。各地に散っていく武
士たちがひきずっていた鎌倉らしさとは何なのかと。こ
れは考古学だけでは結論は出せないと思います。いろん
な分野の人が集って、議論百出して良い問題です。「鎌倉
学」というようなものがあってもいいんじゃないでしょ
うか。�
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